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In this study, pullout loading test and simple beam test is conducted 
to investigate bond splitting behavior of SHCC (Strain-Hardening 
Cementitious Composites) members with small reinforcement spacing. 
As the results of the experiments, the brittle behavior due to bond 
splitting is restrained by the confinement of fibers. The experimental 
bond strength shows higher value than calculated strength by 
conventional formulas for concrete members. The bond splitting strength 
of SHCC can be evaluated by the thick cylinder model assuming that 
SHCC around the reinforcement is subjected to “plastic stage”.
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SHCC には PVA 繊維を用い、体積混入率は 2.0%とした。使用し
た PVA 繊維の性質を表 1 に示す。また、SHCC の設計基準強度 Fc
は 30MPa とした。材料試験により得られた SHCC の力学性能を表 2
に示す。圧縮試験には 100φ－200mm の円柱供試体を用いた。また、
引張強度は曲げ試験（JCI-S-003-20072））により求めた。曲げ試験に
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PVA 12.0 0.04 1690 40.6 
表 2 SHCC の力学性能
圧縮試験













44.5 15.3 2.86 4.61 局所付着割裂実験30











試験体概要を図 2 に、試験体一覧を表 4 に示す。試験体は
182×182×91mmの直方体 SHCCブロックの中心に D13鉄筋を配筋し













































C (mm) C / db
6.5 0.5
13 1.030 D13竹節(SD390) 
19.5 1.5
 
    
写真 1 ひび割れ発生状況例（自由端側：C / db=0.5）






































 図 1 M－φ 関係
表 3 鉄筋の引張試験結果一覧







D6 SD295 364 185 0.197 514 単純梁型付着実験（肋筋）
381 192 0.198 539 単純梁型付着実験（圧縮側主筋）SD345
369 193 0.191 543 局所付着割裂実験D13







図例を図 4 に、試験体諸元を表 6 に示す。変動因子は、主筋本数、
肋筋比、付着長である。
試験体断面寸法は 200×350mm とし、主筋には竹節の D13（SD685）
を、肋筋には D6（SD295）を使用した。
変動因子である主筋本数は、5 本、6 本および 7 本（C / db = 1.0、
0.8 および 0.6）の 3 種類である。肋筋比 pwは 0%、0.4%、0.8%の 3
種類とした。付着長は 208mm および 104mm（主筋径の 16 倍および

























配筋 pt (%) 配筋 pw (%)
付着長
(mm) 
No.1-L - 0 
No.1-R 2-D6@80 0.4 
16db
No.2-L - 0 8db
No.2-R 
5 -D13 0.91 
2-D6@40 0.8 
No.3-L - 0 
No.3-R 2-D6@80 0.4 
16db
No.4-L - 0 8db
No.4-R 
6 -D13 1.09 
2-D6@40 0.8 
No.5-L  - 0 
No.5-R 2-D6@80 0.4 
16db
No.6-L - 0 8db
No.6-R 
30






（左上：付着長 16db、pw=0% 右上：付着長 16db、pw=0.4%）
（左下：付着長 8db、pw=0% 右下：付着長 16db、pw=0.8%）










長を 8db とした試験体と付着長を 16db とした試験体を比較すると、
付着長が 8db の試験体の方が試験区間に生じるひび割れ数は少な








付着応力－自由端すべり量関係（以下 τ－s 関係）を図 5 に、





























付着長 16db  pw=0% 付着長 16db   pw=0.4% 










































































図 5 付着応力－自由端すべり量関係例（主筋 5 本）
表 7 付着強度 τmax および付着強度時の自由端すべり量 smax
主筋本数 5 本 6 本 7 本
 τmax smax  τmax smax  τmax smax
付着長 pw
 (MPa) (mm)   (MPa) (mm)  (MPa) (mm)
隅筋 5.81 0.95 隅筋 5.04 1.43 隅筋 4.87 1.52




平均 5.89 1.53 平均 4.85 1.79 平均 4.59 1.60
隅筋 8.98 2.81 隅筋 7.91 5.29 隅筋 7.78 3.43




平均 7.83 2.93 平均 6.85 4.73 平均 6.24 3.41
隅筋 10.03 0.77 隅筋 9.45 0.75 隅筋 7.65 0.45




平均 10.80 0.66 平均 9.44 0.91 平均 8.01 0.66
隅筋 10.48 2.73 隅筋 9.75 3.39 隅筋 8.37 2.76




平均 8.94 2.60 平均 7.59 3.30 平均 6.66 2.67















































































sl ：割裂面長さ（局所試験体 91mm、単純梁試験体 230mm）
また、鉄筋の付着応力τbと割裂応力σsの間には以下の関係が成
り立つ。













































































3) 藤井 栄，森田司郎：異形鉄筋の付着割裂強度に関する研究－第 1 報 付
着割裂強度を支配する要因についての実験結果－，日本建築学会論文報
















(1) 藤井・森田式 3)  （重力単位系）
stcou τττ +=
( ) cico Fb 427.0307.0 +=τ
( ) cbstst FsNdkA /9.24=τ
1/ −= bi Ndbb
梁水平上端筋以外の場合には、1.22 を乗ずる。
(2) 終局強度型設計指針式 4)  （重力単位系）
stcou τττ +=














1/ −= bi Ndbb
梁水平上端筋の場合には、0.8 を乗ずる。
(3) 靭性保証型設計指針式 5)  （重力単位系）
stcou τττ +=
( ) cico Fb 33.027.0 +=τ
( )( ) wiwst pbNN 1/460550 ++=τ
1/ −= bi Ndbb
梁水平上端筋の場合には、0.75+σB/4000 を乗ずる。
ここで、
τu ：付着強度
τco ：横補強筋がない場合の付着強度
τst ：横補強筋による付着強度の増分
db ：主筋径
Ast ：一組の横補強筋の断面積
s ：横補強筋の間隔
N ：主筋本数
σB ：SHCC の圧縮強度
b ：試験体断面幅
Nw ：一組の横補強筋の足の数
Ns ：一列主筋のうち中子筋のかかっているものの本数
Nu ：一列主筋のうち中子筋のかかっていないものの本数
pw ：横補強筋比
pw’ ：断面外周に配筋された横補強筋比
 
